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平成２８年度 学校説明会

ようこそ安積高校へ。

本日の説明会には、郡山市内はもとより、県内外の中学校８０校、

約６３０名（昨年比＋３６）の中学生諸君が参加、引率の先生や保護者の方

々も入れると約９００名（昨年比＋８７）になります。大変暑い（蒸し蒸し

する）中、ありがとうございます。

今年も７月まで、私か教頭さんが、１７の中学校へ出向いて本校の説明を

してきましたが、時間的には１５～２０分と十分とは言えません。

（最終的に昨年度は、６／７から１１／１４迄約３０校にお邪魔しました）。

できるだけ多くの中学生に安積高校を分かってほしい、との思いから本校

主催の説明会を開催しているのですが、何よりも「百聞は一見に如かず」と

いうこと。実は、安積高校の１年生全員と２年生の希望者は、一昨日、

仙台市の東北大学のオープンキャンパスに参加。大学の講義を聴き、研究の

場としての大学の雰囲気を自分の肌で感じてきたはず。

（因みに今春の卒業生、東北大に現役１７名、浪人合わせて２０名の合格者。）

（因みに昨年の卒業生、東北大に現役３１名、浪人合わせて４０名の合格者。）

さて本校は、明治１７(1884)年に本県唯一の旧制中学校として創立されて以

来、今年で１３２年を迎える福島県一の、いや日本でも有数の歴史と伝統を

有する高校。これまでの卒業生は、約３万３０００名を数え、様々な分野で

の活躍は枚挙にいとまがありません。＜高校数 H25 4981校 H2 5506校＞

（昨年、芥川賞が話題に。芥川賞作家が３人出た高校は、全国で４校のみ。

＜又吉直樹・35歳・大阪出身・北陽高校・サッカーでインターハイ出場＞

＊都立九段高校＜安岡章太郎＞＊都立日比谷高校＜庄司薫＞＊私立麻布高校＜北杜夫＞

＊安積＜中山義秀、東野辺薫、玄侑宗久＞ 芥川と同じ新思潮派・久米正雄も）

郡山市（久米賞、百合子賞）

高校入試や大学進学の状況等については、この後、詳しい説明があるので、

私からは「安積高校とは如何なる学校なのか」を簡潔に。（「簡潔に」はなか

なかむずかしいのですが・・・・・）

安積のほとんどの卒業生は、「合格体験記」等の後輩へのメッセージの中で

次のような趣旨のことを述べていますが、安積高校を知る一つの手がかりに

なるので、メッセージの中からいくつかを紹介。

○ 安積高校では、先生方の質の高い授業を受けることができます。また、

優秀且つ個性豊かで高い意識を持つ仲間から良い刺激を受けることができ、

文武両道を可能にする環境があります。特に受験の時期には、目標に向けて

努力するクラスメイトの姿にとても励まされました。

「受験は団体戦、一人だが一人じゃない」



○ 人間は一人では成長できません。必ず適切な環境、とりわけ人との出会

いが不可欠です。たくさんの優秀で多様な人々と出会い、切磋琢磨すること

が人を大きく成長させます。加えて安積高校は一人ひとりの進路選択を親身

になってサポートしてくれます。難関大学を目指す人については、先生方の

みならず、ＯＢ・ＯＧ一丸となって支援するシステムがあります。

○ 安積高校は決してゴールではありません。安積高校には生徒の可能性を

更に広げるための恵まれた人的環境が整っていますが、それを十分に活かせ

るかどうかは自分次第です。（安積という不思議な坩堝）

□ Ｈ２８年度 部活動加入率

全体 ８６．２％ （文化系 ３１．７％ 運動系 ５４．５％）

１年 ９４．１％ ２年 ８８．４％ ３年 ７０．０％

以上を一言で言うと、「安積は、すばらしい仲間と教師に巡り会うことがで

きて、仲間と共に勉強と部活動に励み、文武両道を可能にする環境が整った

最高の場所であるが、安積は最終のゴールではない」ということになる。

皆さんが来年、安積に入学すれば、創立１３３年目に入学した

「安積の第１３３期生」と呼ばれる。

そして、同期生と共に、１３４年、１３５年と安積の時間を刻んでいく。

その中で、ゴールではなく、未来そのものである安積を全身で感じ取った時、

皆さんの夢の実現に一歩近づくことができるのだと私は考えています。

皆さんが自分の夢を実現するためには、まずは、厳しい高校入試を突破し

なければなりませんが、大学入試も同じですが、高く掲げた目標、入りたい

学校への強い気持ちが合格可能性を高めます。

高く掲げた目標に辿り着くためには、地道な努力の継続。そのベースにあ

るのが人間性であり、謙虚さと誠実さが肝要。

「何が何でも、何としても、絶対に、安積に入る」という強い気持ちを持

ち続けて、最後まで粘ってください。今日の学校説明会が、安積への強い思

いを持つきっかけに、或いは安積への思いを更に強くするきっかけになって

くれればと考えています。

安積の生徒の“ありのまま”ではないが、その一端に触れることができる。


